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平成２３年度事業報告 

 

 

 

 平成２３年度の中小企業の経営環境は、原発問題に伴う電力不足、円高等を背景とした海外 

生産の進展に伴う受注の減少など厳しさが加速している感があります。また、国においても経 

済対策が十分に尽くされず、消費税の引き上げや電力料金の値上げが検討され、日本の経済基 

盤を支えてきた製造業の先行きに不安を感じる一年でした。 

 こうした中で(社)横浜市工業会連合会としては、何よりも中小製造業と共にあって、孤立感、 

不満、不安の解消をすることが市工連設立の原点であり、果たしていかなければならない役割 

であると強く認識し、地域工業会と市工連活動との緊密な連携の観点から事業を実施いたしま 

した。 

 具体的には公益法人化や既存事業等の経常業務を着実に進めることはもとより、特に近年助 

成金の減少により縮小してきた事業を組み立てなおし、地域工業会会員企業のニーズに合った 

事業の実施を目指すため、地域工業会理事の参加する委員会活動を充実し、事業計画から実施 

まで一貫して行ってまいりました。 

 お陰様で委員の出席率は常に８０％を超え十分な議論ができたことは皆様のご協力の賜物と 

深く感謝を申し上げます。 

 またこの一方で横浜市との協議も頻繁に行い、現在は支援策を共に検討する良好な協議体制 

が整備されてきたと考えております。 

 今後とも地域工業会や関係機関団体との連携を緊密に図り、工業団体としての力を結集する 

役割を果たすとともに、行政と一致協力して、中小企業の振興による地域経済の活性化や雇用 

の安定・確保を図るよう努めてまいります。 

 

 

Ⅰ ものづくり活性化事業  

１ 基盤整備事業（産業振興に関する課題の掌握、提言、対応策の実施） 

(１)地域工業会との連携強化に向けた市工連委員会の活動 

    市工連としての意義が求められている中で、多くの地域工業会代表が参加し、意見交 

   換やその結果が反映されるよう、委員会の活性化を通して課題解決に向けた活動に努め 

   ました。 

ア ５委員会の開催延べ回数：１８回  

    （委員会別開催実績等はⅤの総会、理事会、委員会等のとおり） 

 

(２)横浜市と本会との活性化施策検討会の設置 

    実効性のある横浜市の中小企業振興策の立案・実施に向け、行政とともに考える場を 

   設置し、具体的、かつ実効性の高い施策検討協議を行いました。 

ア 活性化施策検討会 開催実績（分科会を含む）：１５回 

 

(３)産業振興に関する提言、調査、研究 

 行政機関等の産業振興施策に反映されるよう、上記２の活性化施策検討会での協議を 

活かして、ものづくりを中心とした振興施策、企業経営及び立地環境の改善等に関する 

意見･要望を集約し、林横浜市長に「平成２４年度予算に対する要望」として提出しまし 

た。 

ア 提出日 平成２３年１０月２５日（火） 
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イ 場 所 市役所応接室 

ウ 出席者 林横浜市長、渡辺経済局長ほか 

          佐藤市工連会長、各地域工業会会長ほか 

エ 要望書概要 

(ア)重点要望事項  ２件 

      ・中小企業の経営を日常的に支援する情報ネットワークの整備 

      ・市内製造業の生産活動に配慮した節電対策の検討 

(イ)局別要望事項  ２３件 

 

(４)他都市工業団体等との連携 

ア (社)みやぎ工業会との連携 

     市工連からの震災復興支援の提案に対し、みやぎ工業会より現地視察の上での現状 

    を踏まえた協議をする旨の提案を受け、本会代表と、みやぎ工業会代表による協議会 

    を開催しました。 

(ア)現地視察・協議 

      ・日 時：平成２３年７月２６日（火） 

      ・視察場所：宮城県石巻等被災地 

      ・視察後仙台市にて協議会開催 

      ・出 席 者：（社）みやぎ工業会役員 

             （社）横浜市工業会連合会（会長ほか、各地域工業会会長） 

イ その他、次の団体との連携についても協議を進めています。 

(ア)山梨県北杜市 

 (イ)山形県 

 (ウ)川崎市工業団体連合会 

 

２ ものづくりネットワーク形成促進事業 

   新事業展開や新製品開発、受発注機会の拡大を支援するため、情報交換会・商談会を開 

  催しました。また、常時会員企業からの受発注等に関する相談に応えるとともに、情報提 

  供を行うなど、市内製造業のネットワークづくりを促進しました。 

(１)受発注相談（横浜市委託事業） 

（電話・ＦＡＸ・Ｅメール等による受発注相談） 

ア 相談件数：１２３件 

イ 成約成立：３４件、不成立：６７件、次年度へ継続：２ 

 

(２)商談会等の開催（横浜市委託事業） 

ア 受・発注商談会（川崎開催） 

      日 時  平成２３年９月８日（水）９：００～１６：４０ 

      会 場  川崎市産業振興会館 １階ホール 

      主 催  (公財)神奈川産業振興センター、川崎市、 

           (公財)川崎市産業振興財団、川崎商工会議所、川崎信用金庫、 

           市工連、横浜市 

      参 加  ３５７社（発注５０社・受注 ３０７社）・商談件数 ９７０件 

    内 容  平成２２年度から発注企業・受注企業とも「事前マッチング方式」に 

         より商談申込を実施しており、当日の混乱は回避されました。 

イ 受・発注商談会（九都県市合同商談会inパシフィコ横浜と合同開催） 
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      日 時  平成２４年２月１日（水）１０：００～１８：００ 

      会 場  パシフィコ横浜２Ｆ アネックスホール 

      主 催  九都県市合同商談会実行委員会 

            埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、 

           さいたま市、相模原市、及び関係都県市の中小企業支援機関 

       協 力  (社)横浜市工業会連合会 

       後 援  経済産業省関東経済産業局、独立法人中小企業基盤整備機構関東支部、 

          （財）全国中小企業取引振興協会 

      参 加  ４１０社（発注 １００社・受注 ３１０社）・商談件数 １，４７３件 

    内 容  九都県市連携によるスケールメリットを活かした大規模な商談会とな 

         り、広域的な取引やビジネスチャンスの創出がなされました。日本を 

         代表するものづくり企業が全国から発注側に参加しました。 

          ・主催者団体ＰＲコーナー設置 

          ・ＢＭＳ（Business Maching Station）紹介コーナー設置 

          ・相談コーナー設置  など 

 

(３)横浜ネットワークプラス（受発注情報システム）の機能強化（横浜市委託事業） 

     横浜ネットワークプラス（受注・発注マッチングサイト）をＰＲするとともに、会員 

   数の拡大やサイト掲載内容の更新等を行いました。 

ア 参加企業加入促進のためのＰＲ活動と会員数拡大 

  「横浜ネットワークプラス」会員数のアップ：３２社新規加入 

イ 発注案件の登録・公開と受注企業の検索紹介 

      受けた案件を横浜ネットワークプラスに登録・掲載・更新するとともに、発注案 

     件に対し受注企業を検索し紹介を行いました。 

 

(４)新製品開発の検討 

    通信販売事業者との連携により、中小企業の技術連携による新製品づくり、新事業分 

   野の開拓について検討を進めました。 

 

３ テクニカルショウヨコハマ２０１２ 

   「未来につながる新たな技術」を主要テーマに、県内に立地する事業所等の技術・製品を 

  展示して、技術力の向上とビジネスチャンスの創出を促進するため、(公財)神奈川産業振 

  興センター、神奈川県、横浜市との共催により開催しました。 

ア 開催概要 

(ア)開催期間 平成２４年２月１日（水）～２月３日（金）３日間 

(イ)会 場 パシフィコ横浜展示ホールＣ・Ｄ 

(ウ)出 展 数 ４１３社・団体 

(エ)小 間 数 ３９２小間 

(オ)入場者数 ３０，９１２人 

イ 横浜市ブースの開催（横浜市との共同事業） 

      横浜市・都筑区が実施する中小製造業振興のための様々な施策の紹介や活用した 

     企業の技術を周知することを目的に、テクニカルショウヨコハマ２０１２に「横浜 

     市ブース」を開催し、地域工業会に加え、横浜青年経営者会が団体として初出展し 

     ました。 

      出展企業 ４９社１団体 
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ウ 記念講演会（本会主管併催事業） 

(ア)日 時：２月２日（木）１４：００～１５：３０ 

(イ)会 場：パシフィコ横浜２階 アネックスホール 

(ウ)講 師：株式会社樹研工業 代表取締役社長 松浦元男氏 

(エ)テーマ：「１００万分の１グラムの歯車をつくる技術と経営理念 

           ～人を育て、技術を育てる～」 

(オ)参加者：２０５名 

 

４ ものづくり人材育成支援事業 

(１)新入社員合同研修（本会自主事業） 

   「帆船日本丸」における甲板みがき、漕艇、登檣、結索などの訓練を含めた研修により、 

  忍耐力や協調性、連帯感などを新入社員に体験させることを通して、企業の将来を託せる 

  人材の育成を図りました。 

ア 開 催 日 平成２３年4月１４日（木）～１５日（金）（1泊２日） 

イ 会  場 帆船日本丸、同訓練センター等 

ウ 参 加 者 １３社 ４８名（男性３９名 女性９名） 

エ 研修内容 （テーマ及び指導者・講師） 

      ①船上訓練、カッター訓練  日本丸船長、航海士、乗組員等 

      ②講義（社会人としての意識をもつ、ビジネスマナー、３つのプラス思考） 

      ③グループ討議（学生時代と社会人の違い）、（理想の社会人となるために） 

株式会社スリーマインド教育センター  天笠淳氏・鞠子みちる氏 

      ④講義「海に学ぶ（シーマンシップ）」  日本丸船長 山本訓三氏 

 

(２)就職に関する懇談会等の開催（横浜市補助事業） 

    神奈川県内の高校卒業生の地元中小企業への就業を促進するため、県内高校等関係者 

   と企業との就職に関する懇談会を開催しました。 

ア 日 時 平成２３年６月１７日(金) １４：００～１７：３０ 

イ 会 場 横浜ワールドポーターズ・イベントホールＢ 

ウ 参 加 県立神奈川工業高校等２１校２３名 

          会員企業等１７社１９名、ハローワーク 

 

(３)工場見学会の開催（横浜市補助事業） 

    学校関係者の中小製造業に対する理解を深め、人材の確保と後継者の育成を図るため、 

   就職指導教員と学生を対象に、横浜市との連携のもとに市内企業の工場見学会を実施し 

   ました。 

     企業側としては㈱ダニエル、学校側としては神奈川県立産業技術短期大学校が初の参 

   加となりました。 

ア 実 施 日  平成２３年７月１９日（火）、８月３１日（水）、 

          １０月６日（木）、１１月１１日（金） 

イ 見学企業  ５社（日鉄工営㈱、横浜高周波工業㈱、㈱ダニエル、東洋測器㈱、 

         日本軸受加工㈱） 

ウ 参 加 者  教員 ２名、学生 ３名（ ７月１９日） 

             教員 １名、学生 ８名（ ８月３１日） 

             教員 １名、学生 ４名（１０月 ６日） 

             教員 １名、学生１３名（１１月１１日） 
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(４)横浜型若者就労支援事業（横浜市事業への協力） 

    横浜市経済局雇用労働課が行った「横浜型若者就労支援事業」について、横浜市内中 

  小製造業をよく知る本会として専門研修・企業実習で協力し、若年層の雇用に結びつけ 

  ました。募集企業、求職者ともに双方の理解を深めた上で、採用に至ることで本事業は高 

  い評価を得ました。 

ア 求人企業数  ２２社 

イ 採用決定   １１社 １５名 

 

(５)技術者育成支援事業（横浜市補助事業） 

    市内中小製造業の多様な技術ニーズに対応できる人材育成を支援するため、民間研修 

   機関等で実施する実技講習について、受講料の一部を補助しました。 

ア 受講事業者数      １７社 

イ 受講者数        ３４名  

ウ 合計助成金額  ８５２,２５０円 

 

５ 情報発信事業 

(１)インターネットを活用した情報提供 

ア ホームページの運営 

      緊急、重要な情報の提供に努めました。 

イ メールマガジン「市工連ニュース」の発行 

      平成２３年4月１２日 第２１９号発行から 

      平成２４年3月１日 第２４５号発行まで ２７回発行 

      配信先 工業会会員等約７００件 

 

(２)機関誌の発行 

ア 機関紙｢よこはま市工連｣の発行 

      年間２回発行 ７月号２,３００部、１月号２,５００部発行 

      平成２３年７月（６４号）、２４年１月（６５号） 

イ 広報誌「市工連かわらばん」の発行 

      年間６回発行 各回２,６００部配布 

      平成２３年５月（１２８号）から２４年３月（１３３号）まで隔月発行 

 

(３)情報伝達の合理化 

    地域工業会・会員企業への情報伝達の合理化・迅速化と経費の節減を図るため、各種 

   会議（理事会・総会、会長会議、委員会、事務局長会議）の案内等を極力電子メールで 

   行いました。 

 

(４)緊急、重要情報の一斉ファックス送受信 

    節電対策など緊急・重要情報について、各地域工業会会員にファックスで伝えるとと 

   もに、アンケートで回答を求めるなど、情報の受伝達の手法検討実施を進めました。 

ア 送付件数  ８件 

            うち１件でアンケートを実施 
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Ⅱ 産業振興施設の管理運営 

１ 横浜産貿ホールの管理・運営事業 

   新たな顧客の獲得を目指し経営基盤の安定・強化に努めました。 

   また、展示場機能の維持管理に努め、お客様の計画達成に向け、計画に係る他業者様と 

  の連携を図りました。 

 

２ 鳥浜・試作型貸スペース（Ｔ３）事業 

   運営収支が赤字になり、その解消が大きな課題となるため、金沢団地協同組合の協力を 

  得て警備・清掃委託の経費相当額約１００万円節減するなど経費節減を図りましたが、抜 

  本的解決策等について引き続き横浜市と協議していきます。 

 

 

Ⅲ 会員の交流を深める事業（相互扶助事業） 

  賀詞交歓会など会員の交流を図るとともに、ボウリング大会の開催や、｢横浜市工業厚生年 

 金基金｣、「災害共済」、「労災保険」、等工業会会員企業や従事者を対象とした各種福利厚生事 

 業を行いました。 

  また、製造物責任法による企業の賠償責任に対応するため、引き続き本会独自のＰＬ保険 

 の加入促進を図りました。 

 

１ 地域工業会及び横浜青年経営者会の活動支援 

   港南区工業会設立３０周年記念事業への助成、及び横浜青年経営者会の活動への支 

  援を行いました。 

 

２ 第８回市工連ボウリング大会の開催 

   工業会会員並びに従業員相互の交流を深めるため、地域工業会から選出されたチームに 

  よる第８回市工連ボウリング大会を開催しました。 

   地域工業会からの協賛品がさらに増え、会長会並びに横浜市経済局ものづくり支援課の 

  参加があり、交流が深まりました。 

ア 日 時 平成２３年１１月２５日(金) １９：００～ 

イ 会 場 新杉田ボウル 

ウ 参 加 ２０チーム ６１名 

 

３ すぐれたアイディア提案者表彰 

   各企業において、技術開発、生産性の向上、経費節減等で「すぐれたアイディア」の提 

  案により、企業の発展に貢献した従業員を市工連賀詞交歓会の席上で表彰しました。 

ア 表彰日 平成２４年１月１３日（金） 

イ 会 場 ホテルキャメロットジャパン 

ウ 被表彰者 ４社 ７名 

 

 

Ⅳ 法人運営 

  総会、理事会の開催など団体運営に努めるとともに、法人制度改革に伴う公益法人認定を 

 得るための申請準備を行いました。 
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Ⅴ 総会、理事会、委員会等 

 

(１)総会 

月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

５月２５日 

(水) 
第７３回通常総会 

・平成２２年度補正予算 

・同 事業報告 

・同 収支決算報告 

・平成２３年度横浜市産業振興に関 

 する要望書の回答について など 

横浜情報文化 

センター 

６月２７日 

(月) 
第７４回通常総会 

・理事の退任に伴う補充選任 

・参与の承認 

・総務委員会への付託 

 ・市工連委員会の正副委員長 

 ・青経会担当副会長 

 ・横浜市OB職員の任用、労働条件の 

   明確化 など 

ホテルキャメロット 

ジャパン 

９月２９日 

(木) 
第７５回臨時総会 

・会長・副会長選任方法、会長任期の原

則及び副会長選任資格に係る内規の設

置並びに副会長定数の定款改正 

・横浜市OB職員の選任方法に関する内規

及び人事・給与に関する規程の改正 

・経理規程の改正 

・公益社団法人認定申請に 

・定款の変更案 など 

ワークピア横浜 

３月２７日 

（火） 

 

第７６回通常総会 

・公益法人認定申請 

・定款の変更 

・役員の報酬及び費用に関する規程 

・平成２４年度事業計画 

・同 収支予算 など 

横浜産業貿易 

センター 

 

(２)理事会，会長会議、各委員会等 

月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

４月１３日 

(水) 
広報産学委員会 

・よこはま市工連第６４号の発刊計画 

・第６４号掲載内容について 

・市工連の情報伝達方法についての 

 検討 

横浜産貿ホール 

小展示室 

４月１８日 

(月) 

 

事業企画・雇用環境 

合同委員会 

・東北大震災支援の検討について 

・義捐金について 

・計画停電について 

横浜産貿ホール 

小展示室 



 8

月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

４月１９日 

(火) 
政策委員会 

・平成２３年度市工連政策要望のまとめ

方について 

・横浜市との政策検討会メンバーの  

 選出依頼 

横浜産貿ホール 

展示場 

５月１９日 

(木) 
総務委員会 

・第８５回理事会・第７３回総会の議案

について 

・平成２２年度補正予算 

・同 事業報告 

・同 収支決算報告 

波止場会館 

５月２５日 

（水） 
第８５回理事会 

・平成２２年度補正予算 

・同 事業報告 

・同 収支決算報告 

・平成２３年度横浜市産業振興に関する

要望書の回答について  

横浜情報文化 

センター 

６月１３日 

(月) 

事業企画・雇用環境 

合同委員会 

・節電対策 

・温暖化対策に対する設備投資支援につ

いて 

横浜産貿ホール 

小展示室 

６月２１日 

（火）～ 

９月１６日 

（金） 

活性化施策検討会 

（施策検討ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 

 

横浜市課長職以下１５人 

地域工業会推薦１５人 

１０人のグループに分け延べ１５回 

開催 

①短期課題「エネルギー対策」 

②中期課題「中小企業にとってのＢＣ

Ｐ」 

③長期課題「中小企業の人材確保と育

成」 など 

 

（財）横浜企業 

 経営支援財団 

６月２７日 

(月) 
第８６回理事会 

・理事の退任に伴う補充選任 

・参与の承認 

・総務委員会への付託 

・市工連委員会の正副委員長 

・青経会担当副会長 

・横浜市OB職員の任用、労働条件の明

確化 など 

ホテルキャメロット 

ジャパン 

７月２５日 

（月） 
事業企画委員会 

・ボウリング大会の評価と新規事業の検

討について 
横浜産貿ホール 

小展示室 

７月２９日 

（金） 

広報産学委員会 

 

・よこはま市工連６５号発刊について 

・第６５号掲載内容について 

・市工連の情報伝達方法についての検討 

横浜産貿ホール 

小展示室 

８月３０日 

(木) 
総務委員会 

・第８７回理事会、第７５回総会の開催

について 

・理事会、総会の議案について 

横浜産貿ホール 

小展示室 
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月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

９月２９日 

(水) 
第８７回理事会 

・会長・副会長選任方法、会長任期の原

則及び副会長選任資格に係る内規の

設置並びに副会長定数の定款改正 

・横浜市OB職員の選任方法に関する内

規及び人事・給与に関する規程の改正 

・経理規程の改正 

・公益社団法人認定申請に 

・定款の変更案 など 

ワークピア横浜 

９月３０日 

(金) 
政策委員会 

・政策検討プロジェクト検討結果報告と

今後のスケ―ジュール 

・地域工業会独自要望の取り扱いについ

て 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月４日 

（火） 
事業企画委員会 

・地域工業会会員大手企業に対する支援

と会員企業への利便向上事業 

・製品開発プロジュクトの設置 

・ボウリング大会の検討 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月５日 

（水） 
広報産学委員会 

・「よこはま市工連」方向性の提案 

・第６５号の発刊計画について 

・第６５号掲載内容について 

・市工連の情報伝達方法についての検討 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月７日 

（金） 
雇用環境委員会 

・中小企業への従業員雇用の促進につい

て 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１０月２５日 

(水) 
工業会会長会議 

・平成２４年度横浜市産業振興に関する

要望書の市長提出 
横浜市役所応接室 

１１月１７日 

(木) 
工業会会長会議 

・各委員会の活動報告 

・第２８回すぐれたアイディア表彰 

・テクニカルショウヨコハマ2012  

 など 

シャトールパン 

１２月２０日 

（火） 
事業企画委員会 

・中小企業の節電対策支援事業について 

・大手企業との連携について 

・第２８回すぐれたアイディア提案者表

彰者について 

横浜産貿ホール 

小展示室 

１月２６日 

（木） 
広報産学委員会 

・「よこはま市工連」第６５号の発行 

・市工連情報伝達方法についての検討 

横浜産貿ホール 

小展示室 

２月９日 

（木） 
総務委員会 

・会長、副会長選任方法の透明化 

・会長就任任期の限度及び定年の設置 

・公益法人化に伴う副会長定数の見直し 

・大企業懇話会設置の検討 

・他県、都市工業会等の交流の推進 

・各委員会の活動報告 など 

横浜産貿ホール 

小展示室 

３月１４日 

（水） 
総務委員会 

・第８８回理事会・第７６回総会の議案

について 

横浜産貿ホール 

小展示室 
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月 日 件  名 主な審議事項 会  場 

３月２７日 

（火） 
第８８回理事会 

・公益法人認定申請について 

・定款の変更について 

・役員の報酬及び費用に関する規程につ

いて 

・平成２４年度 事業計画について 

・同収支予算について 

横浜産業貿易 

センター 

 

(３)平成２４年賀詞交歓会の開催 

    日  時  平成２４年１月１３日（金） １６:００～１８:００ 

    会  場  ホテルキャメロットジャパン ４階フェアウインドウの間 

    参加者数  １３０名 

 

(４)地域工業会事務局長会議 

    事務局長会議を次の通り開催し、市工連と地域工業会との情報交換・連携を図りまし 

   た。 

   〈２３年〉４月２０日、５月１８日、６月１５日、７月２８日、９月２２日、 

１０月１９日、１１月１６日、１２月２１日 

   〈２４年〉２月１５日、３月２１日 

 


